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１．研究計画の概要 
本プロジェクトは，資源の枯渇が懸念され

る重希土類およびインジウムの濃集過程の
研究と，これらの元素の資源ポテンシャル評
価を海外で実施し，資源開発に資する鉱床探
査指針と，資源の安定供給のための方策の提
案を目指すと同時に，これらの元素に富む還
元型花崗岩がなぜアジア大陸や南米の内陸
部に形成されたのかその成因解明を目指す．
４年の限られたプロジェクト期間で最大限
の結果が得られるように，研究対象鉱床種を，
重希土類資源については風化残留型および
過アルカリ岩鉱床に，インジウムについては
還元的な火成岩に伴う亜鉛鉱床に絞る．具体
的には調査鉱床地域において，1)重希土類お
よびインジウムに関して，岩石・鉱石・流体
の化学分析に基づく元素の濃集過程の解明，
2)調査対象国でのこれらの元素の資源ポテン
シャル評価，および，3)これらの鉱床を胚胎
する還元型花崗岩，過アルカリ岩の成因の研
究に基づき，これらの鉱床が形成されるテク
トニックセッティングを解明と鉱床形成モ
デルを構築を実施する．これらの調査研究結
果は，今後の資源の探査・開発時の探鉱指針
として活用されるよう，論文，シンポジウム
等を通し広く公表する． 
 
２．研究の進捗状況 
風化残留型の重希土類鉱床については,現

在世界で唯一希土類を生産している中国南
部地域の鉱床の鉱床母岩の特徴や鉱石の産
状，希土類品位等を調査した．その結果，イ
オン吸着鉱の母岩となる花崗岩には，軽希土

類に富むものと重希土類に富むものが混在
しており，希土類品位は 0.1%未満とかなり
低いことが明らかになった．ただ鉱石中のイ
オン吸着性の希土類量比は高く，希土類の抽
出が極めて容易であることも希土類抽出実
験から判明した．これらの結果から，イオン
吸着型鉱床の成因には，1)希土類(特に重希土
類)に富む花崗岩の存在，2)花崗岩の風化を促
進する湿潤気候，3)難溶性希土類鉱物の分解
を促す熱水変質作用が必要条件であること
が結論された．この成果をもとに東南アジア
（ベトナム，タイ，マレーシア，ラオス，イ
ンドネシア）地域の広域的な地質調査を実施
し，ベトナムでは鉱化有望地域を発見した． 
アルカリ岩に伴う重希土類鉱床は，エジプト，
カナダ，モンゴルで調査を実施した．調査の
結果，マグマ性の鉱床と熱水性の鉱床に区分
されることが判明し，マグマ性の鉱床では，
過アルカリ岩の集積岩に重希土類含有鉱物
が濃集するものと，分別結晶作用により最末
期に重希土類含有鉱物が濃集する 2つのタイ
プが存在することが明らかになった．希土類
含有鉱物は岩体により異なるが，Nb－Ta 鉱
物や Zr 鉱物に随伴することが判明した．こ
れらの鉱物からはこれまでほとんど希土類
が生産されてこなかったが，抽出試験の結果，
希土類を回収することは可能であることが
判明した． 
 インジウムのポテンシャルについては，日
本，ベトナム，ボリビア，アルゼンチン，ロ
シア，北欧等の銅・鉛・亜鉛鉱床を調査し，
日本，ベトナム，南米の鉱床に特にポテンシ
ャルがあることが判明した．これらの鉱床は
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還元型花崗岩に関連しており，鉱化地域には
広く堆積岩が分布することが判明している．  
 
３．現在までの達成度 
 おおむね順調に進展している．重希土類含
有鉱床の資源ポテンシャルやその成因につ
いてはほぼ解明された．インジウムについて
はインジウムの鉱物中の産状は詳しく解明
されたが，今後，インジウムがどこからもた
らされたかの考察が必要である． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 3 年間の海外調査を通し鉱床調査，試料の
採取，分析がほぼ完了している．今後は分析
結果をまとめ論文として公表するとともに，
公開シンポジウムを開催し，成果の普及を図
る． 
 
５. 代表的な研究成果 
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